










要約 小児の事故・中毒の発生情報を定点観測によって継時的に把握するシステムには、

コンピュータの利用が不可欠ではないかと考えた。そこで、コンピュータ用の「事故・中

毒のデータ入力専用プログラム」の開発を試みた。誰でも、どこでも、「事故・中毒」のデ

ータを入力することができ、入力作業そのものがデータベースとなるように作成した。デ

ィスクに蓄積されたデータは既存のカード型データベース(F-card)を使って検索するシス

テムとした。経費の面では、パーソナル・コンピュータ以外にかかる費用は消耗品程度の

額であり、専門領域の異なった人でも十分使用が可能であると考えた。 


